外国人のための日本語スピーチフォーミュラの研究 by 孫, 長虹
(1) 
？の矛？九
＊ 曳L
、
ミェ外国人 m lくめの日本語スピーチ／1
話：
、しと恨本つ
4
・
0はつは得
k
口ヒ、、、臼才りど久ヒヒ習果、はヒ岬う孔’
U3
むな
AK
丈語
Eh
れ
と
41
系ぅ，品別抑えて看付ム
dfM
刺
f
ノk
ドしつい司‘ご人羽
hu
的役ヒ
い
MK
て
tヒターふえみ・今週め，
N
う
てさしい吋司、時
J明日誌命
k
事ヘド
L池山臥ム叫しとと、みるゐ重
L
、永
hむ逃－
Jl
、iη
ス串
Jは日れいでをい
迫
KL
い
J即幕、／行孔勾、
Lリてまシ布
ら例主
μ川‘ウ中長人作ヲる訂、ーヮ
酔刈酌－
F
ラ門川ナ・斗日間て持主－
M
S
戚品円で、－プフ
7
、う川汁ラをいいケぱ
a
‘つ帆‘－、、司、持
E
－とう荷－一久
性〈－説
4qp
溶卑のいか’ま段ユけ
送付
λJ
ドノナ
η
ーたととる仰と
K
ミ什川
剣は
t
今一 ザ・語。き’じ
tL
コけ
びいて・十ピ
Z為るでる則プ山炉…くつ
ょにう‘ス
ψ
・，A
品川’
ι円相つ
mY1
に
わ仰いはスしい危〆ヒイ法一り、
7β
ぺ
牲剣
t
でどん寸びす、一題、丈ドド
MEE
則似る叫ト川竹守 う同日し酌入札胤慨に
Mれ同町，て持司伶す
H
－7史、本来
、静々一め、まれ政・人て特し、、ブ則、，り日村山刊、実同法りわヒ、人材呼
F
りか。的
取ぶ使、支3油代つろさ
K
り
η
何時ゐ世
，、丈
LO
旬、、て
ZH
〈
tH
今
VMn
ム唱
に日込るいいろ仁、
7M
了、同での
め詩
K
りは句－
HAUV
勾‘
Jヒり叫
14
諾
じ告叫繰
t
詩に‘
m
町、
hh
門川
λ
付初，
tL
み
は同てい同法刊誌手
furH
て豆’い仰すけ
白川つ’一
4
もと
A円ドハ、‘さ
が、
7
リ
J
．T3
ま「てと
K
〈
いよ
dA
り組
uれまぶえ
3
バレい
産ねがム’者打の人挟す品。いてて窯「
4人使り主著ヒ「
M
7
え札。－であがい
E
う－
K
び芳勾る－
1I
‘勺初よもら
逗て
u，I4ha
まて件蓄えヒ付
のつ茂ずピ
A円しら・仏〈
HH
ぱ惇官吋レ、で足肘〈
EH
ド
』CE
円いるテ、想争っ私・ヶす
・、、例ぽ
Mれ却へは
Eh
い
V
晴み－
u
うか、体寸わ方で面。ど
3
じい喜
ι叫ノ具を侠
JYL
諸
1物る
kす〉紅白たう
み叫が却にラ企るすに・る？
hydF
叫川
て女
A円北う、司仇と間相るま人
kd
ヒ
見、る県つぱ宇わい
K
品
KT
哨主てち
i
らはム回ふれ日行詰り迄・てら
t
・’
K
一
いて〆制作ドいえ－
A円・ゐ入岬仏伊
ur
ピム
p
く一
もばい手安しおうヲ与のうえ悦けて川県特
Mじまるあと
r会
t
持ーかえろ
K
本
7K
のって回
めと一はご
m
」しにみ失明付ムヲ列、」人仁ヰLM
い
ぱき人叶閣
ke
椿て岬玄・でムげ
VW
？良闘い
－E
害
rg
折
Ld安ヲ伐てばるば
0
・う叩
T
京展ろ
－ヒ・前4ト川・係前ヲ人作濃川いい村林司、、にごしぼる干はりヒい
E
持者
Z
ド悦問
U4
・大人
AJ
時
議ヒれ日、文ムりたいかピ興札日？片岡ムん、－
I3
・、』わ
H
う「3ずはに
Jに長
Aげい
MV
－杯ムう”
T
、つ
m
怖
いすし去
OME
れまばりま人いは
o
ら
0
・・－－－一半
ま誌とと八ザわ か 主人ぐ婁夫幸夫 一日
る苛性ヒこ．
K29vι
I 
番号と－相り
が、
ノ九l
し品叶
付出ザぱしので話通品川つ宝37b
マ
すっ日拭
uじな
去か的7、本れら昔恋人－
V
いヒボケ1
、、
a
d叫
M3
つノ
」fd人ドトぃdl
し
h』
っ話
L
と・遊ひと日づっ口、、ポム、夜ぃ‘
τ
d
レトイ
k型
EA
ん符
A円
報－
hい
E
九時
咋いト岳会品川
d千
JM
件何
人利
A的り
(2) 
ムヒゲげ・ドド日・てくしゐドいう
dr
J々
て達比刊でいは、、風
ukE
し
か・、、と拘ゐけ人「－
5
て日話久しはと絹
qt
レ伐のを「
CN
ら
v
しい乙
う
793J
－
H
て
J冷ロえ
ittN
、h
．，AtA
円ごいい行何司るヒボ
Ar
へ以内
L
詰川
J
ろいい
F
司令てい日小
ST
、1り的じ‘どるず・「は人て』生ピ、、ド話ル引
だててい八寸
L問何時ド腹灼人癒すれ川わらすい似てニ主？にげ」つ下人ーし
伺ヲいす意
hav
－－dTq
例
mrur
姻とま
AM
粧まま
BL3v
〈孔です、がず、、卒品
、．3
入つ耗同長っ相人司伺
JE
・？ず勾しれ、とい話・とでみ今‘日明
’《くびを亡し同人は主ばいが
q企てら闘いすて勾うこ人い－に川
J
〆椋結りみ守的‘ド外み・ムノ・
t
す引かり…
E
ヲじち’いし。令
aAN
．T
、時にい問
E
根く←ぃ怒川帆ず
to
日正ーしでムワわ、主、＝一。感う十おす
Lム〆ヒ人代仲ぅ・
は殺しす れ・
72
のまず別代終、
h，
4、一升といし‘
MZ
及
r
す、、そうと
E
〆
MKK
時民主人すま、怪人りゅはい品つずつ
Ar虚汀誌かり
t
、まのま
E
ヲ93
何
人す的時
E紋
E迂りネみ’
h
、ど台、支…也ろ味、
L，，eほろ午ばり支け
a
－れムろ
どし曜日弁持－
th
いはう日〈はなわ、‘
AV
しくきれ、、えヱ厄え
u午、ドこいへ人げ
は誌はとけ
A叶ゲ
iku
‘ょ・と論告はどでも或
vへと
rkJJ
吻・押しれ品
ak
－－
W7
遣
い
A叫ヒミ向すいし利いとで
ι
、、討ずでげな’危主、
u’ホす
fk
怒、、いはが
ιE
微人－守るにしムて不」のふつマま訪…ゐ叫ん透 －
Vしてん仏印持。ろ
r
てて詩作成
特本科け証誌も
1変れる場
uゑり
Aη
・・・
t
・」
L－之、ついす、、・しし本〆恭
ad
ういっ
W
の夜日大いいると講わ渇て
73
ぶ一
7E
々与い
H5
ヒす市一対日古
A川
レいはいつ‘持
dd
、はて
rd730
終生一古はう…品円トド・
2
とい
H
きい主ヒ「い
K
－ぃ、定
ザ主てしはみが司令、らは叫配ムす訓常
1ru
て一件へ
K
きウ感るい叫しいつ生格い会的
しりし話ド日子ゎドで嗣ぜずでま日り れす都帯、
TZ
炉山てて
ωtd
マ
L
も孔市訂正
話。話ぷピ
3
柑判的払え
d
てと的とは－
t
っき成主て
7L蓬
τ
く
H町お
UしrA
町、
lηhw
し
のう二す対折・
44
いつが般こドす’
hehH
は
Ed
ほ勺行
Te
じ不退「」、長はげ坑
h7
持品刊はしき遊吟久
E
叫吸い
7
つ暗証汀〈ヒ叱・行へけい通
b庖つ』岬へ』
11bL
ば「いき
本
E
同誌
kE
ろと棒、ら』」た〆いへり
MC
各
Yい令
h．，，，・科生
hH
』し透ずいいいぐ
Lれ川寸つ
日ち
t
、初‘ドしいづ印がつはヂザピ命ムピにい豆、司ワムふとえリでしは
rH
けす
14
むけ
m
のパ
ププのしヲお
ZEμ
ゎじでい
dWJ
い場え汀的
t7J
はきめ
r
九与
7
・は諾
trjr
が
rtE
付小法日
はい刊す
ηす吠て
Lち味バの山一叫いの守、
A例し
w
ぇ・・ぶ
A2
ピ山山本－
Mchh
リドき以み時
Teh
’h
イノ宇都
ab
ヲ
E
れ諾
kるいれも叩・ヒ
7JLB7
み叫
ABAK
時いか附日くす』
3
いはちでト同日
3
ω
い
ιrp
ム品、句不
J小
i
い仰て〈得、ごて
AM
附ボ奇、和ち山花まいでドポ
twJf
-12 -
(3) 
ピ、品れいつわさ
hH
－柑でむまし
kt
汀外語遺
rk
問
kE
きずいド
rna
‘ロ頼、
u
としでヰリネ司
がヒ
A
＋勺
EL
、
AU
て怠
2
ム－Jph
の類胡ずか、日と
A
ほ
J
いはキ寸
U1H
いぱ
Lm
令とドい折、，い
A諾
う
d刊は忠
k
崎氏ずり
r
と行儀
A此」「マも人み
とす
Aqd
川し、ばわ
d別保代が車・ふ・
ιぞお回目
がは都八（ロ’
AK
つがごは・，人人
EL
わる誌‘件る
り使ゴ郡「ム／うう・どど、止し’
fr
ぴ雑名作同日
仏引のに「、よ uる
Aゲ
qぷま相、
urk
乱れて
t
味
L
にで列。、としれ渇町人げ、は必
Jr
町、」ヲ
う色ムとじこす仁
Aら山崎也記ヒ
AKUH
的、使
どい付
rA
円・まずみ
ι
付
3
ま
kzd
も詞聞の認
Jがい
，ぅ，
m円七ゐリわ
ZP
いらすいいすでが
JCK
擦
は
I7bla
がム告ぎ般ぐ
f
－予てをrピ問るい実
』のま・とあがヒ
l料一わげ
rはしれ勾日新すてと
も
i
りぱ？日百』「ばり比町ヒ、
φ
ぃ入
A
ラ
r
対ベ詰
j
人あえ
zaw
」吋つは伺きき』ピしが戸、に一迩本
どせですちとううい保ヲ働
7F
ほ申
1λ
ノコはす
Ea
rSFtrる日
E
司令う
HMA
円寺円て
a
－ Ar
相微
3
－唱が伽川』
oeA
ヒごあ叫ぶど
LJAJ
げしス
J吻は特い
ゐすゐ・止しりてるん・と叡た以
Ih
－－？』
J
的て
いt
すういはふ辻 い』、揚きど’
FL
・－が
L
』れ体フ
τ
うみどが都？「匁
Yいは純引け数
3
併ジ
V
ヲピ晴はと不糸、が主例ぞり人
hh
’hL
す－
em
町‘う
〆
rEK
、、‘準時ヒビう頼¢せし〆工－でする詩て忠
’め、味しうぱドるこ〈使依ぱ
3
り性糸ヒうまれみ・ゥヒ
〆』
t
’h、＝一但え－すすうみ
E
て円み犬、住お－どれら日ヒピ
ザ品仰い川
rE
壱相・はきとヲ」
L
－A
すヲ可－
T
ゴ、りら
ι
・ド本
－b失的、とヒで山初と、い対
lr
は
3K
－ピえと上看板
－t
えて、、
J
い川官ぃ
JZ
らに
F
ば－
Lれ
ia
円人君札以想外
てう若れうと
μ
仰い川君、ぐ子は時
J4
入
iu
抗ど会砂川
札品川主とんで町こ州ち
併－
そ色番人」りう依す・旬、い、＠一こ吃hrr闘でぜぽ
ν
問
て‘・
r感。ヴ」いいつわと。く
しって
AA
叫ム／凶』
7
・日
Z3
ぃ一る寿〆
秒、
ZL
は上ろいれくらむい、一
AK
－いそち自ピ？んし頼みくて まる’Ae
いい
rLM
「旬特訓うなまと
dAa
町う人・ぃ”でどしいは人、、く
〆・ムろこはし
Mt
ば
K
ヒず〈むた
型スズ「いいか
w円れわじげ
a舟
aN
Kキる」謁ず同阿そかヘ
h
子、ばり
ヲジれ柄本もい仲、こちるとれわ屯ピ、・りま臼ほの
t
ピちいっ九さ
キ、＠りい、に持しど「ピて
EKF
し
ぼ・八ゲ－
Yもこ表札れ‘
r
しちい差
ににつぶどいい
Y2
ば・けとずく
r
イ人
中っさ今つうれヲえいる〈わさ・マぽのさい場コヰけじヒ汀
7
閉まん、ム
74
ち
札
HAqHhnu
ト‘ドロ弘司ヒて吃ザアい
長・ずれ
A7
ウキ・ぶい相ピ’？
E
・kv
ーゐ‘キうの問点は藷いない々も。
Lバいて
訪日
tHq
帝はいて
3
．てネれ
JH
川で行い一つ
みていの、日つ通ムつ日こ
7
ム円滑」
A問弁川…
5
日ヲ会、つぷ
IZ
ぃ
42
、‘恥
rdF
子ずにい
一い忠つ
h・ JN
さ
au
回語いははすれ
t
相干しあ
沢とさ
qL
れいる，約百皐’
hd
円ピでわ同
t
に
Rd
句
、つ
H
同すみれ
A円は丁付
tη
れい人いいい町人
は
E
ム
4拍mah
中」‘学る」むとみ・汀
M
とヰ
でべ・ど
A中広小品川自はリ商いわれれれど日は戸
ぜ！？
ι華〈人ム当－
br
ケ
hれ仰
lず
骨て
句
っとりぬけ‘、て、明型的 f｛： 表干をJ l. ニ
- 13 一
ヲ
日
(4) 
’仇
JL
ん
A可事長久？ハ
OAVK
うもがるとわどまーし思い．めが事、ムソ：
1
0、な本・れ刈笹山わ’
ASEH
ばい
kh
打
v
－ω
一ウ‘〆山旬、抗う山は
Jレしなま
いで同長くご
H
－る
a
汀とて・・けす
t
ピ
hF
管内うはど〆てで、、り
「りけお鷲
r
らめ・ム詰
q、、フるて人伊
t
う
th
寺
ιまかヒし企てム
」かわず－
r3
るでキ法
4かれし場うどうではしう前、、戸、げす出ば
ねばりま
t
でゼ吃五型どすっ》仏／灼政
a
どはど
UK
でい寸るぴ〆に悼
す誌と・て栓・
4NTq
うい
3N
位決前
r
う
rt
ムソうと斗
44J
今日権
で令・うし－ゐて
d円札
zよい人
K
・、は
ztH
使笠い
HEE
パ話可
孔のる味ヒのいヲる、丈ちく
h
る
A居る〈ふきつ主主ヒ汀叶主人
k
－包る
夫人・れを下つで戸、える、
udAi
均げ守均
r
さぱ祐訴え今津本けどk
h打
K
がヒヲ・
3
人〈患いして棋のる下
t
列・もいと吃人々
a～帯
A円＼でなき
HJ
印胡、、行
HJRH
くりとていえ一
A
ヒ
hwl
で役
kh
、、い叫が・
4
ど会・、紙
ぃ・ずくれ
A円ムふ〈」ヲしをど、、ら議ま・つるは旅うそい汀坊はこ問恥
「はえい話作はも
ι
…
ibAF
・人
kh
ヒう
43
すれ実つだて‘
k
・と訪に今－
AV
’つレトて品きれヰと…叫すてとつは
AMA
貯
U
いそ、、山内規ヲつ出・がとる牛区、
r場
うさ、ヲチグこ
tAf
人骨イむヲほ羽官」
t
－者
h
ド、ぶで司ヒおぶがするい、悲しう
4
ろいも人マつ一うすま私げが円も一うる品円のいしゐ点－すにく人・すでけ
ra
で
z
ミ
rhkk
、ワ
4
」いできのとつ
K
で一どムふれ
r
ド町相－守
9a
ドす証人つ、昨まし
と
A円り件
zJr
ヒ
7
げそ、、ポ藷しも「でい川町そしわ人‘胡
EV
般まいる
E
と非
1
きずす
とどわ問りっす
Jぱ品川－るじみケウ、
4Le
、．
tt
は
ω
ちほ
Jしluぞ』ゐ・ら
ka
るな、代り
A工、
τ
すフおは寸
AraE
ピ
ktt
戸
LUK
はで‘プ、．いっし品引けは
t’N
旬。
7A
勾何人
MM
でさ・
4n
明場＼詩
r
きうい
47q
しれ誌話、トり
H
ノ＼人煎、上っ・ヮす，つう、ピピムす
嗣ねつ予伺ムしう‘．
7t
札
4
つ本－
E
どfJWu
れず
rAT
吃
t
ムんは止しわいろらで
EEJ
訴、もで
にすさい〆「件、、ムでうをつヒ日げう
r
ご者ら・ずは初、山
W
すでま
E
‘れい人」う人〆がとズ
れでい－
Lれはおヲ々あい・味と
hv
」い
t
ウ
A
いう℃ざ話〈竹川、げ人リん人 与、
rA
れい件いすす、、〉
夫りムはそれ
r
けい
1l
安。・は一らみさヒ
J閃王日利也
M
える。が本はささい人、
TF
ヒ出でいてく
J
h砕
4
ス・与、・・
rA
つ勾つピれ一札ヒド
k
ば
L
つ’健・
4EM
円す咋－
hd
はゆ！？町並じて」に、如、札嗣ヨ
は拘スネる・ていては
11
そヒレいそもおう
hF
ししでさる勾戸、て－
rzE
ロれ叩慣がどよっ人
AV
マ生長とい〉
伺なキジム
N
しう斗」「い－
hvo
’う・いあでぼ人
uh
誌誌
43
すしり号訴け。。ど・よ
r
す為・・ピ
0
3
占γダピでたそよ刊はみ仏
J
・ピゐどば
Et
九し
hオムで包
L市ももうまに汀柑包はは司・
τ
吃日
れいビ点叫に持は司仁川かに
qghr
えぴう止しがで、及、
b．
7勺去り
2k
・わう人
-14 -
(5) 
dpMV
－わび
F均、＼日汀り」話こ
自がにでわ
km
と、えよえ、
ιい
る司開反訴
K
しそ
H
、、うえはし
す〆忠也
LE
、汀嗣と「れ僻
烏号にのど・話ピえは
4
はと坦
市相く、
tワびす乞
NB
～で耗斗
J
・54
は
‘、とが咋で「いきがけ入ルきすなでい・をは
K
はれ中
by
庭
hじ漁ピ
d叫同事官
a
る寸同
F1Mnr
－事
a附惨い勾」
1つ－
h
はる’
U問。てぜハ
ヒ・こ－
e
－
Jh
〆い平斗」くつ
K
有こすい、
d円
いう・は うボヒ〈到．相ず小ヒは てか汀人μz
すでま
sんきこヒは・
1
、なほど
E
『閉じウヒ吃
くしま岡久－
L
吃
t
る・いんあはう数りぱレい品開吾、、ま
しでり
A円ますでまゐ
7
する吃げ・占
mr
回→3kt
ととい
hF
札いム良巧で
ou
みめりでムまわ〆る
t
のとと、
r
何
L
《
とよ
t
事〆
r
すよすじ
K
り“‘
ohy
しん吋寸っち
1u
と旬、
uw
代
子がと ヒ
yで〆「はしめい開くす’
h
中止
L
要
Hグずの猛、、丈にず題
。相ぅ、、権、、－スう‘し誌けいそで。け）
ZKH
ニ吋
4
るば司、む同
すす代う
rど宮、、、けは詩格・ゎ
4
て行他人わてみち耗ム，向井どすヒセては
ま挑ド告’
7
デス
K
耳、．て
E
ん
LKLぷ夜九吃しし
7J
ソAT
．、
A的汀誌、、るつや
い．
K
勺
Eすり叫に
Lt
すきや、宇中らでう・〆
ze1
話、ぃ4てし話」格る初－
EJ
珂い
、771
舎前
z
取与し左心主て却は
3
ろ？
H
は問巧みに’
tJ
＼ず刷、っヲ
Hd
が
E
え
EKmγ
ぷい
ヒ・て烏りてしまっ教え出司？？、・し
7・ド時ゐ
7
問いわ平・列っ〆ぽ子す併伝、話人
H
ご子うと
だ〆けのい
HH
つ惨さ
ft
与が斗
Jヒすヒすろ
MLm
び時（判すき小ドに相で兎じに包同合、う相ドしみ
シいつ八
V〈ていじHLrpLゐ守相ド占1いまよい誌争』』わゆ
14
くドまとが
LKo
ウゴす仔て
HL
ドヒ。、
k－
J
？を自弘
Y
ヲでいりあどじ内組、け争しび椛令てみ
efu
へ一はいく誌・ドすそ子同りつ話人が寸、えええ
ヲしど口
r号日ドび感じ工り
¢μ1
牡わまま代々
L体令
hれ人、苦闘
AY
す佼ま
r干す切
hAYM
ドりきい川県
vy
イはじ八伊八勺大もう，叫
J
いはい
K
におおといいう日＆おお、夜、、と
E
のでり」‘、え勾お
dW
れ
rめいいいと
。ヮ前ち
J均
oeE
－よしょ勺場。・
roo
よ休告
ooeo
ど誌誌とではいは牝話ばい新く
o
令
0
・ピ
ピ
qp
うにい内
ph
、弘前い告職
h凡例・に付吃電、、司くは－寸をみもおい多
JtthM
4H
けるくぷ・
1
令
νL
・
A．，ぃ者／
rLE
・ばえ
容良 lて対しては と
t つけて、二とうほう
いつ tl7 iぺ
l Iて I~ うぷ ！［；－
刊と人．l 
まベc ん．
’ 
、hu
司
して
「D
う
4 l t-:• 
f－：.し 3
寸dJキ4K司、、食品’』－??
叫円《・帆r
・
1φL
「：ドいぶ
頼一、らすい
EL
却す
依…‘いまま
y
絡ます
2
0、てらでいり・ぃ
H
・ご送リまり
’同．しいまプお－
AIAFAd7
でごまいい
・寸市、一
1
一てゥ・ごて
u
・うりまゲ、
1ワミ？れ
寸苦・て…
L
目、人、句がで
Le
ざい
44t
り
AC
・析ししそ
まきすねてけて加方う件＼すす記ざ・しわわ
51a
ついつ
b
L
でででし－
VLE
ど
z同九日・ま〈民、がミ→ま→まち→・ら→
k
がうが奇お宮ば
k
－
L
ご吃
E
すりてくムノ
LK
－
tt
、、・
MM
い
ぃヒ・、、・け
E
りヒ対ぷでなま 序まおヲ・
1J
！日卜・けから、
k
すでボ
札、、
k
ワにがうと、、た・
7
ヒういまいて件特しいんうす持ピ
L
で
ZL
決るまけ人をど
Ed
円。誌かで、、
EK
いてしとい
υ1d
吃．一
iで、らぽー人さ吃
切－
tk
数人間ぴ
7
・包すル
Na
序”にし国ワ々しかま
ar
ちりさ
O
王
はて甲でしれ斗
dM
川崎
lれでなで長人ど
1
ド出・舛
E介ノういりくぐと
d町松
ooh
併
でヲじい〈おどおと
4ザ都→ど→い→付→ち→ピづ炉開怠ム→わ
o
→
7
0
、＝ぢ’らて。。。ピい不・k
ぐえ
kt
基
賂ぱ でムヮ r~ ら‘
武人 l司までムれ lぜ．
1i ものんど‘う
(6) 
て tP れと主Lロフし Iて」ミr Jk 札 L
ヨ寸．
いますか．
A、．
u-t 乱〆ム v
し牢
し＆
t iR._"' して
ます．
う 11\L • 
ミノナ炉いが
一マ勾
すピけといてスつ
dh
a叶リ
kd
いヰ私自身
qJ
七
百っ
EU
W、、設問しず乱みほKZ末日ィ、
がもいい
H
し勺
Le
行
戒をらてaくき丞ロ’43ワ司会古’
i
hfEHX
司
E
d
－－
Ml
司
1
つムワ回かニょ、ぜ、K47kドミヲて
‘ムヲ
は
K
人ヒ
A叫申
1A
ぐに
仁
A吋く才
げ詩ド苧みま
PJU
啓JT
hJ
日ラ尋問ま
ヒ、
ZA本
ρ
で氏、 、日て、、、内ノ一、ヲミ
E
才
K
悦ん
Am7
・めは
ρ0 
(7) 
か芳支称、
日本語にお 11 ゐスピ t チフ埼 F ミュラ勾列記J (_I) （之） (_J 
-t 、u l員数育弓！会、 ~ 117 事？男
「誌しとヒ l記局叶14 」
サ 4 マ lレ凶）弘治ト 事ト藤美王寺ラ
日本語」
放送大止ま教材句8 き児施
甘え治 f今
r訪しとヒ 11'' Cl コミュニケーうョシ」 ‘ 
国主回諾列あ可
取 ~J It 諮＼＇ JI
ご‘~ .：等身 守叶義づf
勺
t
唱eA
